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熱（廃熱）を利用した水素製造法に熱化学（水

素製造）法がある。熱による水の直接分解には

数千度の熱が必要であるが、これほどの高温の

熱源の利用は難しい。一方、熱化学法とは、複

数の吸熱反応と発熱反応を組み合わせた熱化

学反応サイクルを用いることで、比較的低温の

熱での水分解を可能とするものである[1]。 

	 適切な熱化学反応サイクルを決定するため

熱力学データベース MALT for Windows を用

いて標準自由エネルギー変化ΔG°の値に基

づきサイクル検索を行った。検索の結果、Fig.1

に示すように 500℃以下の温度を適切に選ぶ

ことで、自発的に反応を起こす可能性があるサ

イクルを発見した。以下の複数の反応からなる

このサイクルを I2-K2CO3系サイクルとする。 

2NH4I[s]→2NH3[g]+H2[g]+I2[g] (1) 

NH3[g]+CO2[g]+KI[s]+H2O[l]→

NH4I[s]+KHCO3[s] 
(2) 

2KHCO3[s]→K2CO3[s]+H2O[g]+CO2[g] (3) 

I2[g]+K2CO3[s]→CO2[g]+2KI[s]+1/2O2[g] (4) 

 

Fig.1 I2-K2CO3系サイクルのΔG°-T線図 

	 Fig.2 にこのサイクルの各反応の概要と、そ

れぞれの反応間での物質の流れを示す。このサ

イクルは、３つの高温で進行する反応と、１つ

の室温で進行する反応からなり、各反応間で物

質を移動させることで、サイクル全体としては、

水のみを消費し、水素と酸素のみを取り出すよ

うになっている。 

	 このサイクルについて、まず、熱力学データ

ベースの検索結果を確認するために、４つの反

応それぞれについて、基礎実験を行った。また、

反応によっては複数のガスや固体が発生する

場合があるが、その物質を分離することが、サ

イクルを成立させるためには必要である。その

ため、各反応の基礎実験に加え、適切な分離法

の検討を行った。本発表では、これらの実験結

果についても報告を行う。 

 

Fig.2 I2-K2CO3系サイクルの反応と物質フロー	 
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